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青梅の森事業計画書

１.３.２ 植物 

• 青梅の森は、阿須山
あ ず や ま

（加治）丘陵の西端部に位置し、気候は暖温帯気候  に含まれ、台

地に比べて降水量は多く、山地の影響下にある。このため、アラカシ、ヒサカキ、イヌツ

ゲ等の照葉樹林  に生育する植物や、リョウブ、イヌシデ等の山地帯に生育する植物が

見られる。植物相としては、尾根や谷が入り組んだ地形と、青梅の森の大部分を占めるコ

ナラを主とした二次林  やスギやヒノキの人工林  といった代償植生  を反映し

て、乾性から湿性地に成立した二次林や二次草地などの構成種が多くなっている。また、

中央の谷（北谷津）は、水田が長年、放棄されてきたため、ヨシ、チゴザサなどが見られ

る。 

• 注目される植物種としては、センブリ、ツルアリドオシ、ヒカゲヒメジソ、ハイチゴザサ、

エビネ、トンボソウ、トウゴクシソバタツナミ、ミズの８種が挙げられる。 
 
 
 

※４ 暖温帯気候：温帯のうち亜熱帯に近い比較的暖かな気候帯のこと。 

※５ 照 葉 樹 林：温帯に見られる常緑広葉樹林の一つ。葉の表面に光沢があるシイ・クスノキ・ツバキなどが多い樹林。

※６ 二 次 林：自然にまたは人為的に再生した森林。 

※７ 人 工 林：原生林が伐採や災害によって破壊された後、種まきや植栽などにより人為的に作った森林。 

※８ 代 償 植 生：人間の活動（焼畑、火入れ、開墾、干拓、伐採、植林など）によってその土地本来の植生（自然植生）

に代わって生じた植生のこと。 
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